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「ＰＴＡ支部総会」が開催されました。
６月25日（土），「平成28年度ＰＴＡ支部総会」が本校で開催されました。午前中に

桜並木・つくばセンター・松代支部が，午後に谷田部・筑波・守谷支部が開催されまし
た。総合実践室での全体会のあと，各支部に分かれて懇談会がありました。たいへん多
くの保護者の皆さまの参加で，アットホームな懇談会が行われていました。懇談会の写
真を撮っていて，「アクティブ・ラーニング」のグループワークのようだと感じました。
全体会での私の挨拶は，約７分間でした。その一部（約３分）を紹介します。

私は，昨年より「学び続ける校長」を目指して，「今後の高校教育改革について」というテ
ーマで研究を進めています。研究の柱は，「アクティブ・ラーニング」と「２つの新テスト」
と「次期学習指導要領」の３つです。最近は，県内の各種研修会から依頼を受け，私が講師
となって，「アクティブ・ラーニング」等についてお話ししているところです。
実は，私は今年度と来年度の２年間，全国高等学校長協会の教育課程研究委員長および常

務理事になりました。現在の２年次生からはじまる「新テスト」について，関心の高い保護
者の方が多いと思いますが，並木中等教育学校は大丈夫です。最新情報に基づいて，しっか
り対応してまいりますので，ご安心ください。
また，「アクティブ・ラーニング」（ＡＬ）についてですが，本校では，前期課程はもちろ

んのこと，後期課程でも積極的に取り入れる先生が多くなりました。私は，「アクティブ・ラ
ーニング」の目的は，「アクティブラーナー（能動的学習者）」を育成することだと考えてい
ます。そして，これからのＡＬは，確実に学力向上につなげる必要があると思います。その
ためのアイテムとして「Ｒ８０」を先月開発し，本校及び県内高校に発信しています。この
夏には，全国に発信します。「Ｒ８０」については，「並木ドリーム」第35号をご覧ください。
本校のＡＬの取組は，県内だけでなく県外からも注目される存在になりつつあります。生徒
たちの未来のために，これからも学力向上につながるＡＬを推進してまいります。
本校では，生徒の皆さんが「夢」を実現できるような教育を提供するとともに，日本の未

来や世界の未来を支えるような「大きな夢」を語れる若者を育てたいと考えております。
今後とも，ご理解・ご支援のほど，よろしくお願いいたします。

ＰＴＡ支部総会は，７月２日（土）にも開催されます。午前中に牛久・県南支部が，
午後に土浦南・石岡土浦北支部が開催されますのでよろしくお願いいたします。


